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科学人材育成の重要性が世界的に高まっている。STEM (Science, Technology, Engineering, and Mathematics) 教育研
究で従来使われていたpipelineモデル (e.g., Berryman 1983) に変わって、最近は個々人が科学を志すに至る複雑で多様
な経路を取り入れて検証するためにSTEM ecosystemモデルが提唱されている (e.g., Russell et al. 2013)。しかしなが
ら、STEM ecosystemモデルでは、人々に影響を与える場所が、学校、科学館、図書館、家庭など多岐に渡ると考えら
れるため、STEM 教育に関する個人の心理変化を包括的に調査・追跡することは困難であった (Motz et al. 2025)。本研
究では、STEM 教育を効果的に実践できるように、まずはSTEM ecosystemを定量可能とすることを試みる。これを実現
するために、本研究では、ecosystemを以下の通り大胆に簡素化する: (1) informal educationのみを対象とし、(2)調査
範囲を単独の科学テーマに絞る。その上で、ecosystemの可能な限り広い範囲を取り扱えるようにするため、大型装置
を有する研究施設(以降、大型研究施設と呼ぶ)に着目した。大型研究施設は、実際に最先端の科学研究が科学者や学生
により営まれているauthenticityに溢れた環境である。さらに、大型研究施設は公開日イベントや出前授業などのアウ
トリーチ活動も盛んであり、科学への最初の出会いから、科学興味の喚起・継続に至るまで様々な科学関心層との接点
を持つ。この事から、大型研究施設は、STEM ecosystemの広い範囲を単独でカバーできていると言える。本研究で
は、大型研究施設を舞台に、STEM ecosystemを計測し定量化するために、Interest Phase (IP) と Identity Level (IL) と
いう2つの指標を導入する。IPは、Hidi and Renninger (2006) によって提案された興味発達の段階モデルを現代のオン
ライン環境に合わせて拡張した。ILは、明確な分類は広く合意されたものは無いものの、本研究では計測可能性を優先
し、identityの類似性が広く議論されている、コミュニティへの参加・貢献レベル(Lave and Wenger 1991)を代替指標
として導入した。本講演では、IP-IL平面を大型研究施設のアウトリーチ活動と対応づけることで、STEM ecosystemを
計測可能なものとできる事、さらには、本モデルをもとにして、大型研究施設のアウトリーチ活動について効果を分析
し最適化を図れる事、いわば、STEM ecosystemをengineeringできる可能性について議論する。
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